
土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

農家のための
最新情報あ
ぐ
り

　
最
前
線

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、9
月
15
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
10
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

日 月 火 木 金 土水

8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1

10月

スポーツの日

日 月 火 木 金 土水

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

27 28 29 30

9月

敬老の日 秋分の日

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

◎
基
幹
防
除
（
カ
メ
ム
シ
類
・
ウ
ン
カ
類
）

▽
９
月
上
旬(

晩
生)

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆)

2000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

　
乳
熟
期
以
降
（
２
回
目
の
防
除
後
）
に
発
生

が
み
ら
れ
る
場
合
、
早
生
品
種
な
ど
収
穫
適
期

を
迎
え
た
圃
場
で
は
、
速
や
か
に
収
穫
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
中
晩
生
品
種
な
ど
収
穫
ま
で

日
数
が
あ
る
場
合
は
、
防
除
薬
剤
を
使
用
し
、

薬
剤
が
株
元
ま
で
届
く
よ
う
て
い
ね
い
に
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

◎
薬
剤

・
エ
ミ
リ
ア(

フ)

1000
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

◎
良
質
米
に
仕
上
げ
て

　い
よ
い
よ
極
早
生
品
種
か
ら
収
穫
を
迎
え
ま

す
。
左
記
に
収
穫
予
定
日
を
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
生
育
状
況
を
見
て
適
期
刈
り
取
り
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
。

(

６
月
５
日
田
植
え
の
場
合)

※

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
７
日
〜
13
日

※

き
ぬ
む
す
め
▽
９
月
20
日
〜
30
日

※

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
▽
９
月
25
日
〜
10
月
５
日

※

に
こ
ま
る
　
▽
９
月
28
日
〜
10
月
８
日

●
登
熟
期

・
登
熟
初
中
期
は
、
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
盛
ん

な
時
期
な
の
で
、
間
断
か
ん
が
い
を
行
い
可

能
な
限
り
落
水
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
登
熟
期
に
高
温
が
続
く
と
白
未
熟
粒
が
発
生

し
、
品
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

・
早
期
に
落
水
す
る
と
、
登
熟
不
良
に
よ
り
胴

割
粒
、
未
熟
粒
等
が
増
加
し
て
外
観
品
質
が

低
下
す
る
と
と
も
に
、
玄
米
中
の
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
が
高
ま
り
食
味
も
低
下
し
ま
す
。

コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
落

水
時
期
を
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
遅
め

の
落
水
は
高
温
年
に
お
け
る
白
未
熟
粒
の
発

生
な
ど
の
高
温
障
害
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。

・
落
水
の
目
安
は
収
穫
の
５
〜
10
日
前
で
、
水

田
の
乾
湿
、
降
雨
状
況
を
加
味
し
て
加
減
し

て
く
だ
さ
い
。

●
収
穫

・
高
品
質
良
食
味
米
の
生
産
に
は
適
期
収
穫
が

不
可
欠
で
す
。

・
早
刈
り
は
、
青
米
や
未
熟
粒
の
増
加
や
収
量

低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
逆
に
、
刈
り
遅

れ
は
、
着
色
粒
や
胴
割
粒
が
増
加
し
て
品
質

低
下
を
招
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①
収
穫
適
期
は
、
黄
化
し
た
籾
割
合
が
85
〜

90
％
程
度
に
な
っ
た
頃
を
目
安
と
し
ま
す
。

②
多
肥
栽
培
で
は
、
茎
葉
や
穂
軸
は
青
く
て
も

籾
は
成
熟
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
や
せ
地

な
ど
で
は
、
茎
葉
や
穂
軸
が
黄
化
し
て
も
籾

は
熟
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
茎
葉

の
色
だ
け
で
収
穫
適
期
を
判
断
せ
ず
、
籾
の

黄
化
具
合
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

●
調
整

○
玄
米
水
分
は
14.

5
％

　
収
穫
後
、
で
き
る
だ
け
早
く(

４
時
間
以
内)

通
風
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
高
温
、
急
激
な
乾
燥
は
胴
割
米
の
原
因
と
な

る
た
め
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
よ
い
調
整
で
良
質
米
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う

　
乾
燥
直
後
の
籾
す
り
は
肌
ず
れ
米
や
胴
割
米

に
な
り
や
す
い
の
で
、
温
度
が
下
が
っ
て
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。
肌
ず
れ
米
は
、
保
管
期
間
が

長
く
な
れ
ば
カ
ビ
等
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
籾
・
異
物
等
の
混
入
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
正
味
重
量
（
玄
米
重
量

：

30
㎏
）
確
保

　
決
ま
っ
た
量
目
を
必
ず
入
れ
ま
し
ょ
う
。

＊
保
管
中
に
水
分
が
蒸
発
し
、
１
％
の
水
分
減

で
30
㎏
あ
た
り
約
300
ｇ
の
減
量
と
な
り
ま
す
。

●
稲
わ
ら
の
処
理

　
大
雨
で
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
、
早
め
に
す
き

込
む
か
積
み
込
み
ま
し
ょ
う
。

＊
コ
ン
バ
イ
ン
で
裁
断
さ
れ
た
稲
わ
ら
は
、

し
っ
か
り
と
土
に
す
き
込
み
、
十
分
に
腐
ら

せ
る
こ
と
で
土
壌
中
の
腐
植
が
増
加
し
、
地

力
の
増
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

◎
出
荷
７
日
前
ま
で
に
は
防
除
記
録
簿
を
Ｊ
Ａ

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
保
有
米
以
外
は
全
量
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の

発
生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
‼

ＪＡわかやま合併30周年記念式典
《記念講演》

観覧無料応募方法 最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、
所定の用紙に記入をお願いします。

応募期間 令和５年９月１５日（金）まで。
お問い合わせは、ＪＡわかやま総務部　☎073‒４７１‒３７３１まで

※当選者の発表は、通知文書の発送をもって代えさせていただきます。

令和5年10月1日（日）14：50～
和歌山城ホール大ホール

観覧者募集（１００名様・抽選）
竹田  恒泰  氏
た け　   だ

作
家

つ ね       や す

ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典ＪＡわかやま合併30周年記念式典

応募方法 最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、最寄りの支店窓口、または渉外担当者にお申し付けのうえ、

まで。

0405
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＊
種
籾
は
定
期
的
に
更
新
し
、
品
質
の
低
下
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
育
苗

▽
播
種
後

　
日
焼
け
防
止
の
た
め
寒
冷
紗
等
で
被
覆
し
、

プ
ラ
グ
ト
レ
イ
の
７
割
程
度
が
発
芽
し
た
頃
に

除
去
し
ま
す
。
除
去
が
遅
れ
る
と
苗
が
徒
長

し
、
軟
弱
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

灌
水

　
本
葉
が
出
る
ま
で
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ

う
。
過
度
の
灌
水
は
、
苗
を
徒
長
さ
せ
る
た
め

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
グ
育
苗
の
場
合
、

ト
レ
イ
の
端
が
乾
き
や
す
い
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

液
肥

　
播
種
10
日
頃
か
ら
生
育
を
見
な
が
ら
、
液
肥

を
1,000
倍
で
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
播
種
覆
土
後
〜
育
苗
期
後
半

・
ミ
ネ
ク
ト
デ
ュ
オ(

粒)

40
ｇ
／
ト
レ
イ

〔
１
回
〕

▽
定
植
前
日
〜
当
日(

根
こ
ぶ
病
対
策)

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

500
倍(

２
ℓ
灌
注
／
ト
レ

イ)

〔
１
回
〕

●
定
植

　
苗
の
大
き
さ
が
、
本
葉
３
〜
４
枚
の
頃
が
定

植
適
期
で
す
。
老
化
苗
は
、
活
着
が
悪
く
生
育

不
良
の
原
因
と
な
る
た
め
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

25
〜
30
日
苗
を
定
植
し
ま
す
。

※

ハ
ク
サ
イ

18
〜
20
日
苗(

若
苗)

で
の
定
植
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

●
施
肥

　
や
む
を
得
ず
老
化
苗
を
定
植
し
た
場
合
や
活

着
不
良
の
場
合
は
、
定
植
３
〜
４
日
後
に
、
千

代
田
472(

40
㎏
／
10
ａ)

を
植
筋
に
施
用
し
、
初

期
生
育
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
に
与
作
Ｎ
15
を
土
詰
め
し
播

種
し
た
あ
と
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
等
で
覆

い
、
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
芽
ま
で
は
一
定
の
温
度
を
保
ち
、
発
芽
後

は
寒
冷
紗
等
で
日
よ
け
を
行
い
ま
す
。
育
苗

期
間
中
に
降
雨
が
あ
る
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル

等
で
被
覆
し
、
雨
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
定
植

　
本
葉
３
〜
４
枚
の
苗
を
、
根
鉢
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
浅
植
え
に
し
ま
す
。
苗
に
は
植
え
付
け

前
日
に
、
十
分
に
灌
水
を
し
て
お
く
と
根
鉢
を

崩
す
こ
と
な
く
定
植
が
で
き
ま
す
。

　
育
苗
日
数
が
長
く
な
り
、
根
巻
き
し
て
い
る

場
合
は
根
を
ほ
ぐ
し
て
定
植
し
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
老
化
苗
を
植
え
る
と
活
着
が
遅
れ
、

よ
い
玉
の
収
穫
が
望
め
な
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

●
除
草

　
定
植
直
前
に
10
ａ
当
た
り
、
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ

イ
ド(

乳)

200
〜
300
㎖
を
水
100
ℓ
に
溶
か
し
、
土

壌
表
面
に
散
布
し
ま
す
。

●
施
肥

▽
９
月
下
旬

　
気
温
が
低
く
な
っ
て
く
る
と
、
根
か
ら
の
肥

料
吸
収
が
悪
く
な
っ
て
く
る
た
め
液
肥
（
マ
ン

ス
リ
ー
２
号
等
）
500
倍
〜
1,000
倍
を
１
週
間
間
隔

で
午
前
中
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
９
月
中
旬

◎
褐
色
腐
敗
病
・
う
ど
ん
こ
病

・
フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル
ド

800
〜
1000
倍
〔
前
日
／

３
回
〕

◎
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
・
オ
オ
タ
バ
コ
ガ

・
ト
ル
ネ
ー
ド
エ
ー
ス
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／

２
回
〕

●
作
型

　
青
首
ダ
イ
コ
ン
で
は
、
年
内
収
穫
、
年
明
け

収
穫
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
作
型
で
も
若

ど
り
が
大
切
で
す
。
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

●
施
肥

　
施
肥
、
と
り
わ
け
追
肥
は
分
け
て
施
用
す
る

ほ
ど
、
若
々
し
い
ダ
イ
コ
ン
に
な
り
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
黒
斑
細
菌
病

　
黒
斑
細
菌
病
は
、
土
中
で
１
年
以
上
生
き
て

い
ま
す
。
土
が
第
１
次
伝
染
病
源
と
な
っ
て
、

土
壌
と
空
気
か
ら
伝
染
し
ま
す
。
高
温
多
雨
の

年
に
多
発
す
る
の
で
予
防
散
布
に
重
点
を
置
い

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
病
は
肥
料
切
れ
や

風
雨
・
霜
に
よ
り
生
じ
た
傷
口
か
ら
感
染
し

ま
す
。

▽
10
月
上
旬

・
カ
セ
ッ
ト(

水)

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
10
月
中
旬　※

年
内
ど
り
品
種

・
マ
イ
コ
シ
ー
ル
ド

750
〜
1000
倍〔
14
日
／
３
回
〕

◎
テ
ッ
ポ
ウ
虫(

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ)

　
ダ
イ
コ
ン
の
根
部
に
小
さ
な
穴
を
開
け
る
害

虫
で
す
。
こ
の
虫
は
、
幼
虫
に
な
っ
て
土
の
深

い
と
こ
ろ
で
越
冬
し
、
７
〜
８
月
に
土
中
で
蛹

に
な
り
、
10
日
程
度
で
蛾
に
な
り
ま
す
。
こ
の

蛾
が
ダ
イ
コ
ン
の
株
元
に
卵
を
生
み
、
卵
は
10

日
〜
３
週
間
で
ふ
化
し
食
害
し
ま
す
。

▽
播
種
時

・
フ
ォ
ー
ス(

粒)

　
６
〜
９
㎏
／
10
ａ
〔
全
面

土
壌
混
和
〕

　
耕
種
的
防
除
で
は
、
有
機
と
名
の
つ
く
肥
料

の
追
肥
は
絶
対
に
施
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
白
さ
び
病(

わ
っ
か
症)

　
多
発
園
で
は
チ
ッ
ソ
肥
料
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
土
壌
消
毒
及
び

・
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000

1000
倍
〔
45
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

を
間
引
き
直
後
に
１
回
目
、
そ
の
10
日
後
に
２

回
目
、
そ
の
10
日
後
に
３
回
目
の
散
布
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
と
き
地
際
部
ま
で
濡
れ
る
よ
う

に
「
た
っ
ぷ
り
」
と
散
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
定
植

　
畝
幅
120
〜
130
㎝
に
４
条
植
え
に
し
ま
す
。

　
苗
を
15
㎝
ぐ
ら
い
に
切
り
つ
め
、
株
間
12
〜

15
㎝
毎
に
１
カ
所
に
つ
き
８
〜
13
本
で
植
え
付

け
ま
す
。
定
植
後
は
、
浅
植
え
に
す
る
と
と
も

に
十
分
灌
水
を
行
い
、
活
着
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
定
植
前
日
〜
定
植
時

◎
ス
リ
ッ
プ
ス
・
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

・
ス
タ
ー
ク
ル
（
顆
）

50
倍(

0.5
ℓ
灌
注
／

箱)

〔
１
回
〕

９
〜
10
月
は
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
時
期
で

す
。
土
作
り
に
よ
り
、
樹
体
の
維
持
・
向
上
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●
土
作
り

・
完
熟
堆
肥(

2000
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

200
㎏
／
10
ａ)

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

120
㎏
／
10
ａ) 

●
夏
期
剪
定

　
秋
季
に
樹
体
内
養
分
を
蓄
積
す
る
前
に
、
不

要
な
立
ち
枝
や
徒
長
枝
を
切
除
す
る
こ
と
で
樹

勢
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
側
枝
へ
の
日
当
た
り
が
よ
く
な
り
花
芽
や

葉
芽
が
充
実
し
ま
す
。
た
だ
し
、
樹
勢
の
弱
い

樹
で
は
、
ま
す
ま
す
樹
勢
を
弱
ら
せ
る
こ
と
と

な
る
た
め
控
え
て
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫

　
収
穫
は
果
実
温
の
上
が
ら
な
い
早
朝
に
行

い
、
熟
度
を
確
か
め
な
が
ら
果
実
の
つ
け
根
の

部
分
を
持
っ
て
丁
寧
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雨
の
日
の
収
穫
果
実
は
カ
ビ
や
傷
み
の

発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
注
意
し
て
選
果
選
別

し
ま
し
ょ
う
。

　
適
熟
果
の
目
安
は
、
果
実
の
重
み
で
下
重

し
、
耳
た
ぶ
く
ら
い
の
硬
さ
の
果
実
で
す
。

●
わ
き
芽
か
き

　
わ
き
芽
が
伸
び
す
ぎ
る
と
下
部
の
果
実
が
影

に
な
り
、
着
色
不
良
と
な
る
た
め
、
わ
き
芽
が

伸
び
る
前
に
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

●
灌
水

　
樹
勢
維
持
の
た
め
、
土
壌
の
乾
き
具
合
を
見

な
が
ら
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

一
度
に
多
く
の
灌
水
を
す
る
と
、
裂
果
や
糖
度

低
下
の
原
因
と
な
る
た
め
、
晴
天
が
続
く
場
合

は
３
日
間
隔
で
10
ａ
あ
た
り
3000
ℓ
を
目
安
に
灌

水
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
さ
び
病

・
ア
ン
ビ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
ラ
リ
ー(

水)

2000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ニ
ッ
ソ
ラ
ン(

水)

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
バ
ロ
ッ
ク(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

・
ス
カ
ウ
ト(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

ま
た
は

・
デ
ィ
ア
ナ
Ｗ
Ｄ
Ｇ

5000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
類

・
ア
ー
デ
ン
ト(

水)

1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

９
月
に
入
る
と
早
生
の
着
色
期
に
入
り
ま

す
。
９
月
中
旬
に
シ
ル
バ
ー
マ
ル
チ
を
敷
設
し

ま
し
ょ
う
。

●
刀
根
早
生
の
摘
葉

　
収
穫
10
〜
15
日
前
よ
り
果
実
に
か
ぶ
さ
る
よ

う
な
葉
を
３
枚
程
度
摘
み
取
り
着
色
向
上
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

●
平
核
無
・
富
有

　
小
玉
・
傷
果
等
の
見
直
し
摘
果
と
摘
葉
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
９
月
下
旬　※

富
有
柿

◎
カ
メ
ム
シ
類

・
ス
タ
ー
ク
ル(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
う
ど
ん
こ
病
・
炭
そ
病

・
ス
コ
ア(

顆)

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

　
台
風
や
秋
雨
で
降
雨
が
続
い
た
場
合
、
炭
そ

病
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。
炭
そ
病
は
、
は

じ
め
に
黒
い
斑
点
が
現
れ
、
し
だ
い
に
病
斑
が

拡
大
し
て
指
で
押
し
た
よ
う
に
少
し
く
ぼ
ん
だ

直
径
１
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
発

病
し
た
果
実
は
落
下
し
や
す
く
、
成
熟
間
際
の

果
実
で
は
早
く
着
色
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
気

象
に
注
意
し
て
薬
剤
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

極
早
生
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

●
樹
上
選
果

　
極
早
生
の
中
で
も
早
熟
系
統
の
品
種
の
収
穫

が
９
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
収
穫
前
に
、

品
質
の
劣
る
日
焼
け
果
や
傷
果
を
取
り
除
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
減
酸
が
極
め
て
早
く
進
み
ま

す
の
で
、
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
仕
上
げ
摘
果

　
早
生
・
中
晩
生
種
に
つ
い
て
は
、
品
質
の
仕

上
げ
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
仕
上
げ
摘
果
や
低

品
質
果
実
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
８
月
下
旬
〜
９
月
中
旬

◎
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
・
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

・
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

◎
浮
皮
軽
減
対
策

　
秋
季
の
高
温
や
多
雨
は
、
浮
皮
の
発
生
を
助

長
し
ま
す
。
園
内
が
多
湿
に
な
ら
な
い
よ
う
風

通
し
を
良
く
す
る
と
共
に
、
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
1000

倍
〔
３
回
以
内
〕
を
防
除
の
際
に
加
用
し
ま

し
ょ
う
。

▽
収
穫
前

◎
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ

・
サ
ル
フ
ァ
ー
ゾ
ル

400
倍
〔
随
時
〕

◎
貯
蔵
病
害

・
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ(

水)

2000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
ベ
ン
レ
ー
ト(

水)

4000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

ま
た
は

・
ベ
フ
ラ
ン(

液)

25

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

＊
収
穫
１
週
間
前
に
散
布
す
る
こ
と
で
予
防
効

果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ベ
フ
ラ
ン
は
、
多
湿
園
で
は
着
色
ム
ラ
を
生

じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

0607

キ
ャ
ベ
ツ・ハ
ク
サ
イ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

レ
タ
ス

ナ
ス

ダ
イ
コ
ン

青
ネ
ギ

モ
モ

イ
チ
ジ
ク

カ
キ

ミ
カ
ン



農薬使用の基本を守りましょう農薬使用の基本を守りましょう
近年、環境保全問題に対する社会の関心が高まる中で、不要

農薬による危被害防止と産業廃棄物としての農薬の適正・確実な
処理・処分を行うため、下記のとおり廃棄農薬の回収を行います。
　ご希望の方は、注意事項を厳守のうえ、回収場所に持ち込みを
お願いします。

注意事項
①廃棄農薬は、当JAからの購入分に限らせていただきます。
②廃棄農薬は、破れ・破損等により流出・飛散しないよう密封
し、ご持参下さい。

③回収日以外はお引き受けできません。
④回収処理代金は、現金または貯金振替となります。
⑤廃棄農薬の持ち込みの際、委任状に住所・氏名をご記入いた
だき、認印を押印していただきますので、印鑑を必ずご持参
下さい。委任状は営農センター窓口にご用意しています（産
業廃棄物処理に関する権限の委任に使用します）。

令和５年11月８日（水）・９日（木）・10日（金）
※指定日以外は受付不可です。

8:30～15:00

西部営農センター・北部営農センター
中央営農センター・南部営農センター
東部営農センター

廃棄農薬の
回収について

（
予
告
）

回収日（予定）

時　間

回収場所

農薬によって異なりますので、上記回収場所
にお問い合わせください。　

処理費用

野菜移植機レンタルサービスの詳しい利用方法・利用規約については、お気軽にお問い合わせください。
北部営農センター ☎４６４－４５６０
南部営農センター ☎４４４－０３９０

利用料
野菜移植機（半自動・往復２条植え）
5,000 円（税込）/１日 ※回送・洗浄・メンテナンス費を含みます。 

野菜移植機レンタルサービス野菜移植機レンタルサービス
申し込み受付中!!
ＪＡわかやまの組合員
レンタル利用対象者

利用時間の単位は1日（8:30～17:00）です。
利用時間

お願い

レンタル農機は組合員皆さまの資産です。
適正な使用を心掛けてください。

※上記利用時間以外はご相談ください。

※回送・洗浄・メンテナンス費を含みます。 

西部営農センター ☎４８０－３４５０
中央営農センター ☎４７１－０１０２
東部営農センター　☎４８８－３１９０

農業体験農園

お問い合わせ
営農生活部　☎４７３‒９４０２まで

太田ファーム
（新中島58‒１）

梅原ファーム
（梅原298‒１）

農業公園ふくろう
（中島498‒４）

イキイキファーム
（中島241‒１）

太田政文さん

貴志正幸さん

西野孝典さん

山本耕三さん ￥１２,０００（税込）

20㎡
／１区画

野菜袋栽培・
共有区画

農園 　　　 園主 　 年間利用料      面積

￥43,800（税込）
／1区画 

利用者利用者 募集中！
園主さんに教わりながら、
おいしい野菜を育ててみませんか？

0809
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